
東京電力福島第一原子力発電所では、廃炉に向けた取組が続けられており、2011
年12月にすべての号機で冷温停止状態を達成して以降、現在まで安定した状態を維
持しています。
東京電力福島第一原子力発電所の廃炉は、世界にも前例のない困難な事業であり、

国も前面に立って、「東京電力ホールディングス(株) 福島第一原子力発電所の廃止措
置等に向けた中長期ロードマップ」（中長期ロードマップ）に基づき、安全かつ着実
に対策を進めることにしています。主な作業として、使用済燃料プールからの燃料取
り出し、燃料デブリ取り出し、汚染水対策、ALPS処理水の処分、廃棄物の処理・処
分/原子炉施設の解体等に向けた取組を進めています。
2019年12月に、中長期ロードマップを改訂し、初号機の燃料デブリの取り出し方

法を確定しました。まずは２号機で試験的取り出しに着手し、その後、段階的に取り
出し規模を拡大していく計画です。2041 ～ 2051年までの廃止措置完了の目標に向
け、引き続き、安全を最優先に、廃炉作業を進めていきます1。

1.  燃料デブリの試験的取り出しのために必要となるロボットアームの開発状況等を踏ま
え、2023年度後半目途に見直し。
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